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BH79A656H01

安全 のた め に 必ず守 る こ と 
● 据付工 事 は 、 こ の 「安全 の た め に 必ず 守 る こ と 」 を よ く お 読み の う え 、 確 実 に 行 っ て く だ さ い 。 
●  こ こ に 示 し た 注意事 項 は 、 安 全 に 関 す る 重 大な 内 容を 記 載 し て い ま すので 、 必ず 守 っ て く だ さ い 。 
● 誤 っ た 取扱 い を し た と き に 生 じ る 危 険 と その程 度を 、 次の表 示で 区 分 し て 説 明 し て い ま す 。 

● 接 続 や 固 定が 不完 全な 場 合 や 、 途中接続の場 合 は 、 発熱･火 災 な ど の 
 原 因 に な り ま す 。 

● 修 理 は 、 お 買い 上 げ の販売 店 に ご 相 談 く だ さ い 。 
改 造 し た り 修 理 に 不 備が あ る と 水 漏 れ や 感電･火 災 な ど の原 因 に な り ま す 。 

配 線 は 、 所定 の ケ ー ブ ル を 使 用 し て 確 実 に 接 続 し 、 端子接続 
部 に ケ ー ブ ル の外 力が伝 わ ら な い よ う に 固 定 す る 。 
ま た 、 途中接 続 は 絶 対 に 行 わ な い 。 

● 電源回路容量不 足 や 施工不 備が あ る と 感電･火 災 な ど の原 因 に な り ま す 。 

電気工 事 は 、 電気工事士の資 格 が あ る 方が 、 「電気設 備 に 関 す る 
技術基準 」 、 「内線規程 」 お よ び こ の据付工事説明 書 に 従 っ て 施工 
し 、 必ず 専用回 路 と し 、 か つ 定格の電圧 ･ ブ レ ーカ ーを 使 用 す る 。 

改 造 は 、 絶 対 に し な い 。 

●  お 客 様自身で 据付工 事 を さ れ 不 備が あ る と 、 水 漏 れ や 感電･火 災 な ど の 
原 因 に な り ま す 。 

据 付 け は 、 販売 店 ま た は 専門業 者 に 依 頼 す る 。 

● 据 付 け に 不 備が あ る と 水 漏 れ や 感電･火 災 な ど の原 因 に な り ま す 。 
お 買い 上 げ の販売 店 ま た は 専門業 者 に ご 依 頼 く だ さ い 。 

お客 様 自 身で 移動 ･ 再据 付 け は し な い 。 

● 端子 盤 カ バ ー （ パ ネ ル ） 取 付 け に 不 備が あ る と 、 ほ こ り ・ 水 な ど に よ り 、 
感 電・ 火 災 な ど の原 因 に な り ま す 。 

室内外 ユ ニ ッ ト の端子 盤 カ バ ー （ パ ネ ル ） を 確 実 に 取 付 け る 。 

● 取 付 け は 専門の業 者 に 依 頼 し て く だ さ い 。 ご 自分で 取 付 け を さ れ 、 不 備が 
あ る と 、 水 漏 れ や 感電･火 災 な ど の原 因 に な り ま す 。 

別売 品 は 、 必ず 当社指定の部 品を 使 用 す る 。 
● 据 付 け に 不 備が あ る と 、 水 漏 れ や 感電･火 災 な ど の原 因 に な り ま す 。 

据付工 事 は 、 こ の据付工事説明 書 に 従 っ て 確 実 に 行 う 。 

● 強 度が 不 足 し て いる 場 合 は 、 ユ ニ ッ ト の落 下 な ど に よ り 、 事故の原 因 に な り ま す 。 

据 付 け は 、 質 量 に 十 分 に 耐 え る と こ ろ に 確 実 に 行 う 。 

誤 っ た 取扱 い を し た と き に 、 死 亡 や 重 

傷 な ど に 結 び つ く 可能 性が あ る も の 。 
誤 っ た 取扱 い を し た と き に 、 軽 傷 ま た は 

家屋・家 財 な ど の損 害 に 結 び つ く も の 。 

警告 

注意 

警告 注意 

● 据付工 事 に 不 備が あ る と 、 転 倒 な ど に よ る 事故の原 因 に な り ま す 。 

台 風 な ど の強風 ･ 地 震 に 備 え 、 所定の据付工 事を 行 う 。 

● 保存物の品質低 下 な ど の原 因 に な り ま す 。 

● 性 能を 著 し く 低 下さ せ た り 、 部 品が 破 損 し た り す る 原 因 に な り ま す 。 

精密機器･食品･動植物･美術品の保 存 な ど 特殊用 途 に は 
使 用 し な い 。 

次の場所への据 付 け は 、 避 け る 。 
 ･可燃 性 ガ ス の 漏 れ る お そ れ が あ る と こ ろ 
 ･硫黄 系 ガ ス ･塩素 系 ガ ス ･酸 ･ ア ル カ リ な ど 、 機 器 に 影 響 す る 
物質の発 生 す る と こ ろ 
 ･機械 油を 使 用 す る と こ ろ 
 ･車両･船 舶 な ど 移 動 す る も のへの設置 
 ･高周 波を 発 生 す る 機 械を 使 用 す る と こ ろ 
 ･化粧品･特 殊 な ス プ レーを 頻 繁 に 使 用 す る と こ ろ 
 ･海浜地 区 な ど 塩分の多 い と こ ろ 
 ･積雪の多 い と こ ろ 

●  イ ン バ ータ ー機 器 ・ 自 家発電 機・ 高周波医療機 器・ 無線通信機器の影 響 に 
よ る エ ア コ ン の誤動 作 や 故障の原 因 に な っ た り 、 エ ア コ ン 側 か ら 医療機器 
ある い は 通信機 器 へ 影 響を 与 え 人体の医療行 為を 妨 げ た り 、 映像放送の 
乱 れ や 雑 音 な ど 弊害の原 因 に な り ま す 。 

病院･通信事業 所 な ど に 据 付 け さ れ る 場 合 は 、 ノ イ ズ に 対す 
る 備 え を 十 分 に 行 う 。 

● 湿 度が 80％を 超 え る 場 合 や ド レ ン 出 口が 詰 ま っ て いる 場 合 は 、 室内 
ユ ニ ッ ト か ら も 露が 落 ち る 場 合 も あ り ま す 。 
ま た 、 暖房 時 に は 室外 ユ ニ ッ ト よ り ド レ ン が た れ ま すので 、 必 要 に 応じ 
室外 ユ ニ ッ ト の集中排水工 事 を し て く だ さ い 。 

濡 れ て 困 る も のの 上 に ユ ニ ッ ト を 据 付 け な い 。 

据付 け を する 前 に （環境 ） 

● 据付工事完了後 、 試運 転を 行い異 常 が な い こ と を 確 認 す る と と も に 、 取扱説明 書 に そ っ て 、 お 客 様 に 「安全 の た め に 必ず 
る こ と 」 や 使用方法 ・お 手 入 れ の仕 方 な ど を 説 明 し て く だ さ い 。 
た 、 こ の据付工事説明 書 は 取扱説明 書 と と も に 、 お 客 様で 保 管 し て い た だ く よ う に 依 頼 し て く だ さ い 。 
た 、 お 使 い に な る 方が 代 わ る 場 合 は 、 新 し く お 使 い に な る 方 に お 渡 し い た だ く よ う に 依 頼 し て く だ さ い 。 

守 
ま 
ま 

三菱電 機 パ ッ ケ ー ジ エ ア コ ン 別売部品 
「ヘルスエアー機能」搭載クリーンユニット  PAC-SK61HAU
据付工事説明書 
（室内 ユ ニ ッ ト 本体 、 化 粧 パ ネ ル 、 併 用 す る 別売部品の据付工事説明 書を 併 せて 
お 読 み く だ さ い ） 
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1. 部品の確認 （ こ の箱の 中 に は 本説明 書と 下記部 品が 入 っ て い ま す ） 

注意 電気工 事 を する 前 に 

● 断 線 し た り 、 発熱･火災の原 因 に な り ま す 。 

電源配 線 は 、 張 力が掛 か ら な い よ う に 配線工 事 を す る 。 
●  ア ース 線 は 、 ガ ス 管･水道管･避雷針･電話 の ア ース 線 に 接 続 し ないで 
く だ さ い 。 
ア ー ス が 不完 全な 場 合 は 、 感電の原 因 に な り ま す 。 

ア ース 工 事を 行 う 。 

注意 試運 転 を する 前 に 

● 機器の回転物･高温部･高電圧 部 に 触 れ る と 、 巻き 込 ま れ た り 、 や け ど や 
感 電 に よ る ケ ガ の原 因 に な り ま す 。 

パ ネ ル や ガ ー ド を 外 し た 状 態で 運 転 を し な い 。 
● 感電の原 因 に な り ま す 。 

濡 れ た 手 で ス イ ッ チ を 操 作 し な い 。 

● 運転中の冷媒配 管 は 流 れ る 冷媒の状 態 に よ り 低 温 と 高 温 に な り ま す 。 
素 手で 触 れ る と 凍 傷 や 、 や け ど に なる お そ れ が あ り ま す 。 

運転中の冷媒配 管 に 素 手で 触 れ な い 。 ● 必ず 5分以上 待 っ て く だ さ い 。 
水 漏 れ や 故障の原 因 に な り ま す 。 

運転停止後 、 す ぐ に 電 源を 切 ら な い 。 

注意 据付 け （移設 ） 工 事 を する 前 に 

● 20kg以上の製 品 は 原 則 と し て ２ 人以 上で 行 っ て く だ さ い 。 
PPバ ン ド な ど 所定の位置以 外 を も っ て 製 品を 動 かさ ない で く だ さ い 。 
素 手で 部品端 面 や フ ィ ン な ど に 触 れ る と ケ ガ を す る 場 合が あ り ま すので 
保護 具 を ご 使 用 く だ さ い 。 

製品の運 搬 は 、 十分注 意 し て 行 う 。 
● 感電･発火の原 因 に な り ま す 。 

エ ア コ ン を 水洗 い を し な い 。 

● 梱包 材 に は 「 ク ギ 」 な ど の金属 ある い は 、 木 片 な ど を 使 用 し て い ま すので 
放置状 態 に し ま す と さ し 傷 な ど の ケ ガ を する お そ れ が あ り ま す 。 

梱包材の処 理 は 、 確 実 に 行 う 。 

● 据 付 け に 不 備が あ る と 露 た れ ･騒音の原 因 に な り ま す 。 

ユ ニ ッ ト は 必ず 左右水 平 に 据 付 け る こ と 。 

清掃およびメンテナンス作業時には運転を止め、元電源を切る。 
● 感電の原因になります。 

品名 

M5× 12個数 

形 

状 

1 8 4

2

「ヘルスエアー機能」搭載クリーンユニット ネ ジ 化 粧 パ ネ ル固定金具 

※ 直付加湿 器 と の併用時 
　 のみ使用 

※ 直付加湿 器 と の併用時 
　 のみ使用 

6 1

加湿器接続用断熱材（大） 加湿器接続用断熱材（小） コーナーパネル 

t1.5×50×80 t1.5×50×135



2. 室内 ユ ニ ッ ト 本体の据付 
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直付加湿器を併用する場合は必ず加湿器接続用断熱材（小）　/（大）　を貼付けてください。 
加湿器接続用断熱材（小）　/（大）　の貼付けは、室内ユニット据付前に行ってください。 
室内ユニット据付後の貼付けは難作業となります。 
貼付け位置は次頁図を参照してください。 
 
 
 

室内 ユ ニ ッ ト 

※  た だ し 、 室内 ユ ニ ッ ト 天 面 と 天 井 ス ラ ブ な ど の 間 は 、 7mm以上 
開 け て く だ さ い 。 

A
小形機種 
大形機種 

338
378

（B） 
241
281

クリーンユニット 

A

（
B
）
 

8
0

1
7
＋
 5 0

室内 ユ ニ ッ ト 本体 
● 天井 内 お よ び 埋設配管の接続 部 に は 、 点 検が 可 能 な よ う に 点検口 
な ど を 設 け て く だ さ い 。 

配管接続 部 に は 点検 口を 設 置 す る 。 

天井面 
化 粧 パ ネ ル 

お願い 

クリーンユニット　 下面 

「ヘルスエアー機能」搭載クリーンユニット（以下クリーンユニット） 

クリーンユニット 

吸 込 グ リ ル /コ ーナ ー パ ネ ル の取 外 し 
化 粧 パ ネ ルの据付工事説明 書を 参 照 し て く だ さ い 。 

（2）  化 粧 パ ネ ル 

（1） クリーンユニット 
仮掛けフック養生材／電気品箱養生材は、テープを剥がして取外してください。 
（取外した養生材は使用しません） 

加湿器接続用断熱材の室内ユニットへの貼付け（直付加湿器との併用時のみ） 

3. クリーンユニットおよび化粧パネル取付前の準備 

仮 掛 け フ ッ ク 養生材 
 クリーンユニット 

仮 掛 け フ ッ ク 養生材 

 クリーンユニット 

テープを剥がしてください。 

テープを剥がして 
ください。 

電気品箱養生材 

ー室内ユニット側ー 

ー化粧パネル側ー 
電気品箱養生材 
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4. クリーンユニットの取付 

断熱材　/　ははがれないよう、確実に貼付けてください。貼付けに不備があると、露付き・露たれの原因になります。 
断熱材　/　はのり付き品です。貼付けるとはがれないため、貼付位置をよく確認したうえで貼付けてください。 

3. クリーンユニットおよび化粧パネル取付前の準備（つづき） 

（1） クリーンユニットの仮掛け 
下図のようにクリーンユニット　の仮掛けフックを室内ユニット本体のツメに引っ掛け、仮掛けします。　 
● リード線を室内ユニット本体との間にはさまないようにしてください。 
● 仮掛け時には、クリーンユニット　に無理な力を加えないでください。 
　 事故や破損の原因になります。 

仮 掛 け フ ッ ク 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体 の ツ メ 

〈クリーンユニット　 仮掛け状態〉 

Ｚ Ｚ Ｚ 

ドレンパン 

折り曲げて 
貼付け 

（50） 吹出口 

吹出口 

発泡スチロール 側板 

はがれ注意 貼付基準 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体 の ツ メ 

仮 掛 け フ ッ ク 

室内 ユ ニ ッ ト 本体 

クリーンユニット 

断熱材　（小） 

断熱材 
（小） 

断熱材 

断熱材 
貼り基準 

断熱材 
（大） 

断熱材　（大） 

断熱材 
（大） 

断熱材　（大） 

Z-Z
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（3）  化 粧 パ ネ ル 固定金具の取付 

室内 ユ ニ ッ ト 本体 

4. クリーンユニットの取付（つづき） 

各コーナー部のフックに、化粧パネル固定金具　（４ヶ）の十字穴 
を挿入し、ネジ　（８本）にて固定します。（下図参照） 

（4）  据付 高 さ の調整 

各コーナー部の固定ネジを室内ユニット本体に締付けて、 
クリーンユニット　を固定します。 

ネ ジ を 締 付 け る 際 に は ト ルク 2.8～ 3.6N・ ｍ の 
範囲 内で 締 付 け 、 イ ン パ ク ト ド ラ イ バ ー は  使 用 
し ない で く だ さ い 。 

お願い 

ネ ジ を 締 付 け る 際 に は ト ルク 1.2～ 1.8N・ ｍ の範囲 内で 締 付 け 、 
イ ン パ ク ト ド ラ イ バ ー は 使 用 し ない で く だ さ い 。 

お願い 

下図のように化粧パネル付属の据付用ゲージを使用して、 
天井面とクリーンユニット　の高さ位置を室内ユニット 
本体にて再調整します。 

（2）クリーンユニットの固定 

固定ネジ 

クリーンユニット 

室内 ユ ニ ッ ト 本体 

天井開口穴寸法 

１
 ７
 ＋
 ５
 

  
 ０
 

天井面 

必 ず １ ７～ ２ ２ の範囲 内 と す る こ と 。 

こ の範 囲が 守 ら れ な い場合 、 

故 障 な ど の原 因 に な り ま す 。 

クリーンユニット 

据付 用 ゲ ジ ー 

この面をクリーンユニット 　に 
突当てます。 

クリーンユニット 
ネ ジ 

フ ッ ク 

化 粧 パ ネ ルの固 定 ネ ジ 穴 

十字穴 

化 粧 パ ネ ル固定金具 



化 粧 パ ネ ルの仮 掛 け フ ッ ク （ ２ ヶ 所 ） が 立 ち 上 がっ て い る こ と を 確 認 し ま す 。 

（1）  化 粧 パ ネ ル 仮 掛け の準備 

（2）  化 粧 パ ネ ル の仮 掛け 

（3）  化 粧 パ ネ ル の固定 

コ ーナー パ ネ ルの取 付 け は 化 粧 パ ネ ルの据付工事説明 書を 参 照 し て く だ さ い 。 
落下防止用 の ひ も が 付 いて い る コ ーナー パ ネ ル は 、 ひ も を 確 実 に 化 粧 パ ネ ルの 
フ ッ ク に 引っ 掛 け て く だ さ い 。 
● 確 実 に 引っ 掛 け ていな いと 、 コ ーナ ー パ ネ ル が 運転 中 に 落 下 す る お そ れ が 
あ り ま す 。 

（4）  コ ーナ ー パ ネ ル の固定 

● 天 井 と の隙 間が 生 じ た 場合 
　 化 粧 パ ネ ルを 取 付 け た ま ま 、 室内 ユ ニ ッ ト 本体の据 付 け 高 さ を 微調 整 し 、 天 井 と の隙 間を 無 く し て く だ さ い 。 

＜フックが立ち上がっている状態＞ ＜フックが立ち上がっている状態＞ ＜フックが下がっている状態＞ ＜フックが下がっている状態＞ 

化 粧 パ ネ ル 天井面 

隙 間 が な い こ と 

化 粧 パ ネ ルの固 定 ネ ジ 

カ ン タ ン コ ーナ ー ポ ケ ッ ト よ り 
ス パナ な ど の一般工 具 に て 、 
ユ ニ ッ ト 本体 の ナ ッ ト を 
微調 整 で き ま す 。 

落下防止用ひも 

フック 

化粧パネル 

室内 
ユ ニ ッ ト 本体 

ネ ジ を 締 付 け る 際 に は ト ルク 2.8～ 3.6N・ ｍ の範囲 内で 締 付 け 、 
イ ン パ ク ト ド ラ イ バ ー は 絶 対 に 使 用 し ない で く だ さ い 。 

お願い 

室内ユニット本体のドレン配管コーナー部と化粧パネルの丸穴 
があるコーナーの位置をあわせ、化粧パネルの仮掛けフックを 
クリーンユニット　のツメに引っ掛け、仮掛けします。 
● 化粧パネルとクリーンユニット　のリード線をはさまない 
　 ようにしてください。 
● 仮掛け時には、化粧パネルに無理な力を加えないでください。  
    事故や破損の原因になります。 

化粧パネルの各コーナー部の固定ネジをクリーンユニット　に締付 
けて、化粧パネルを固定します。 
● クリーンユニット　と化粧パネルの間および化粧パネルと天井面 
　 の間に隙間がないようにしてください。 

クリーンユニット 

   ※クリーンユニット付属のコーナーパネル　取付けは9ページ、ワイヤレス 
　　受光部コーナーパネル取付けは10ページ、ムーブアイセンサーコーナー 
　　パネル取付けは12ページを参照してください。 
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5. 化 粧 パ ネ ル の取付 

クリーンユニット　 のツメ 

室内 ユ ニ ッ ト 本体 

仮 掛 け フ ッ ク 

ド レ ン 配管 
コ ーナ ー部 

化 粧 パ ネ ルの 
丸穴 

化 粧 パ ネ ル 

＜化粧パネル仮掛け状態＞ ＜化粧パネル仮掛け状態＞ 

クリーンユニット　 のツメ 

仮掛けフック 

コーナーパネル 



3）配線を室内ユニット本体に取付けのクランプで固定 
　 します｡ 

● CN105（赤色5極）コネクターを使用する別売部品を併用する場合は、下図を参照して別売部品のコネクター 
　 をクリーンユニット制御基板のCN105（赤色5極）コネクターに接続してください。 
   ※クリーンユニット制御基板のスイッチ設定変更が必要です。 
　　（14ページ参照） 

1）クリーンユニット　の電源用リード線をクランプから 
　 取外し室内ユニットの端子盤に確実に接続します｡ 
　 ①スリム機種（スリムＫ機種を除く）の場合【図3】 
       内外接続用端子盤の｢S1｣｢S2｣端子へ接続してく 
　 　ださい｡ 
　 ②スリム機種で電源配線接続方式が内外別受電方式 
　 　または室外ユニットより室内ユニットに電源を供給 
　 　する方式の場合【図４】 
　 　電源端子盤（別売）の｢R｣｢S｣端子へ接続してくだ 
　 　さい｡  
　 ③マルチ機種（スリムＫ機種を含む）の場合【図3】 
   　 電源端子盤の｢R｣｢S｣端子へ接続してください｡ 
2）クリーンユニット　用アース線を室内ユニット本体 
　 電気品箱内に付属のネジにて1.6±0.1N.mのトルク 
　 で締付け固定します｡ 

 室内 ユ ニ ッ ト 本体の電気 品 カ バ ーを 固 定 し て い る ネ ジ （2本 ） を ゆ る め 、 
電気 品 カ バ ーを 長手方 向 に スラ イ ド さ せて 開 き ま す 。 

（1）  室内 ユ ニ ッ ト 本体の電気 品 カ バ ー取 外 し 

（3） クリーンユニット　の電源用リード線接続 

（2） クリーンユニット　の電気品カバー取外し 
クリーンユニット　の電気品カバーを固定している 
ネジ（2本）をゆるめ、電気品カバーを短手方向に 
スライドさせて開きます。 

【図3】 

【図4】 
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6. 配線接続 

 クリーンユニット 

クランプが飛び出していると化粧パネルや電気品カバーと干渉するおそれがあります。 

ＣＮ105コネクター 
（赤色5極） 
 クリーンユニット 

（4） クリーンユニット　の通信用リード線接続 

直付加湿器と併用する場合は、室内ユニット本体の内外 
通信線・電源線はＶＶＦケーブルを使用してください。 
●端子盤のネジのゆるみの原因になります。 

お願い ● アース線は、ガス管･水道管･避雷針･電 
　話のアース線に接続しないでください。 
　アースが不完全な場合は、感電の原因に 
　なります。 

ア ース 工 事を 行う 。 

注意 

室内ユニット 
本体配線 

アース線 

アース線 

内外接続用/ 
電源端子盤 
<AC200V> 

クリーンユニット 
電源用リード線 

クリーンユニット 
電源用リード線 

CN105（赤色5極）コネクター クリーンユニット制御基板 

室内ユニット 
本体電気品箱 

クランプで固定 

室内ユニット 
本体配線 

クランプで固定 

電源端子盤 
<AC200V> 
(別売配線リプレースキット） 



（5）  化 粧 パ ネ ル ベ ー ン モ ータ のリ ー ド 線接続 
1） 化粧パネルのベーンモータのリード線を室内ユニット本体制御基板のCNVコネクタ（白色20極）に確実に接続します。 
2） 化粧パネルのベーンモータのリード線は、クリーンユニット　のクランプおよび室内ユニット本体電気品箱内のケーブル 
　  バンドに固定して、たるみの無いように電気品箱内に収めます。 
　  ● クリーンユニット　のクランプはクリーンユニット　に押付けてください。　  
　      クランプが飛び出していると化粧パネルや電気品カバーと干渉するおそれがあります。 

8裏 面 へ つ づ く 

2） クリーンユニット　の通信用リード線は、クリーンユニット　のクランプおよび室内ユニット本体電気品箱内の 
　  ケーブルバンドに固定して、たるみの無いように電気品箱内に収めます。 

6. 配線接続  （ つ づ き ） 

室内 ユ ニ ッ ト 本体側 

化 粧 パ ネ ル側 

化 粧 パ ネ ルの 
リ ー ド 線 

ク ラ ン プ 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体電気品箱 

クランプ 

化粧パネルの 
リード線 

ケーブル 
バンド 

室内ユニット 
本体制御基板 
CNVコネクター 
（白色20極） 

ク ラ ン プ 

ク ラ ン プ 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体電気品箱 

通信用 
リード線 

通信用リード線 

室内ユニット 
本体制御基板 
CN105コネクター 
（赤色5極） 

ケーブルバンド 

コ
ネ
ク
タ
ー
 

化 粧 パ ネ ル側 

室内 ユ ニ ッ ト 本体側 
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6. 配線接続  （ つ づ き ） 

6 （6）コーナーパネル　の取付けとリード線接続 

コーナーパネル　は下記3ヶ所に取付可能です。 

6 

6 

6 

6 

1） コーナーパネル　のリード線を、化粧パネルの角穴に通します。  
2） コーナーパネル　のリード線をクリーンユニット制御基板のCN90A/CN90Bコネクター（白色8極）に確実に接続 
　  します。 
3） コーナーパネル　のリード線は、クリーンユニット　のクランプに固定して、たるみの無いように電気品箱内に収めます。 
 
 
4） コーナーパネル　をネジで固定します。 
　　※表示部の保護シートは取付け後、はがしてください。 

　　● クリーンユニット　のクランプはクリーンユニット　に押付けてください。 
　  　 クランプが飛び出していると化粧パネルや電気品カバーと干渉するおそれがあります。 

室内ユニット本体 
冷媒配管側 

室内ユニット本体 
ドレン配管側 

 
コーナーパネル 
取付可能位置② 

コーナーパネル 
取付可能位置① 

コーナーパネル 
取付可能位置③ 

コーナーパネル 
取付禁止位置 

取付可能位置② 

取付可能位置① 

ク ラ ン プ 

ク ラ ン プ 

ク ラ ン プ 

クリーンユニット 
電気品箱 

クリーンユニット 
電気品箱 

クリーンユニット制御基板 
CN90A/CN90Bコネクター（白色8極） 

クリーンユニット制御基板 
CN90A/CN90Bコネクター（白色8極） 

コーナーパネル 
（取付可能位置①） 

コーナーパネル 
のリード線 

コーナーパネル 
のリード線 

コーナーパネル 
のリード線 

コーナーパネル 
（取付可能位置②） 

化粧パネル角穴 
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（7） ワイヤレス受光部コーナーパネルの取付けとリード線接続 

1） ワイヤレス受光部コーナーパネルのリード線を、（6）と同様に化粧パネルの角穴に通します。 
2） ワイヤレス受光部コーナーパネルのリード線を室内ユニット本体制御基板のCN90コネクター（白色9極）に確実に 
　  接続します。 
3） ワイヤレス受光部コーナーパネルのリード線は、クリーンユニット　のクランプや、室内ユニット本体電気品箱内の 
　  ケーブルバンドなどに固定して、たるみのないように電気品箱に収めます。 
 
 
4） ワイヤレス受光部コーナーパネルをネジで固定します。 

　　● クリーンユニット　のクランプはクリーンユニット　に押付けてください。 
　  　クランプが飛び出していると化粧パネルや電気品カバーと干渉するおそれがあります。 

6. 配線接続  （ つ づ き ） 

ワイヤレス受光部コーナーパネルは標準取付位置 
と右記2ヶ所に取付可能です。 

室内ユニット本体 
冷媒配管側 

室内ユニット本体 
ドレン配管側 

ワイヤレス受光部 
コーナーパネル 
取付可能位置② 

ワイヤレス受光部 
コーナーパネル 
取付禁止位置 

ワイヤレス受光部 
コーナーパネル 
取付可能位置① 

ワイヤレス受光部 
コーナーパネル 
標準取付位置 

取付可能位置③ 

ク ラ ン プ 

クリーンユニット電気品箱 

クリーンユニット制御基板 
CN90A/CN90Bコネクター 
（白色8極） 

ケ バ ン ド ー ブ ル 

室内 ト 

ク ター 
（白 ） 

ユ ニ ッ 
本体制御基板 
CN90コ ネ 
色9極 

ワ イ ヤ レ ス 受光部 
コ ーナー パ ネ ル のリ ー ド 線 

ワ イ ヤ レ ス 受光部 
コ ーナー パ ネ ル 
（標準取付位置 ） 

ク ラ ン プ 室内 ユ ニ ッ ト 本体電気品箱 

コーナーパネル 
のリード線 

コーナーパネル 
（取付可能位置③） 

標準取付位置の場合 
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6. 配線接続  （ つ づ き ） 

取付可能位置①の場合 

取付可能位置②の場合 

ワ イ ヤ レ ス 受光 部 コ ーナー パ ネ ル 
（取付可能位置① ） 

ワ イ ヤ レ ス 受光部 
コ ーナー パ ネ ル 
のリ ー ド 線 

ケ ー ブ ル 
バ ン ド 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体制御基板 
CN90コ ネ ク タ 
（白色9極 ） 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体電気品箱 

ワ イ ヤ レ ス 受光 部 コ ーナー パ ネ ル 
（取付可能位置②　 ） 

ワ イ ヤ レ ス 受光部 
コ ーナー パ ネ ル 
のリ ー ド 線 

ク ラ ン プ 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体電気品箱 

室内 ユ ニ ッ ト 本体 
制御基板CN90
コ ネ ク タ （白色9極 ） 

室内 ユ ニ ッ ト 本体側 

化 粧 パ ネ ル側 

化 粧 パ ネ ル側 

ワ イ ヤ レ ス 受光部 
コ ーナー パ ネ ル 
のリ ー ド 線 

ワ イ ヤ レ ス 受光部 
コ ーナー パ ネ ル 
のリ ー ド 線 

室内 ユ ニ ッ ト 本体側 

ク ラ ン プ 

ク ラ ン プ 

クランプ 
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室内 ユ ニ ッ ト 本体側 

化 粧 パ ネ ル側 

ム ーブ ア イ セ ン サー 
コ ーナー パ ネ ル のリ ー ド 線 

ク ラ ン プ 

1） ムーブアイセンサーコーナーパネルのリード線を、（6）と同様に化粧パネルの角穴に通します。 
2） ムーブアイセンサーコーナーパネルのリード線を、室内ユニット本体制御基板のCN4Zコネクター（白色4極）、 
　  CN5Yコネクター（白色5極）に確実に接続します。 
3） ムーブアイセンサーコーナーパネルのリード線はクリーンユニット   のクランプや室内ユニット本体電気品箱内の　 
　  クランプなどに固定して、たるみの無いように電気品箱内に収めます。 
　　● クリーンユニット　のクランプはクリーンユニット　に押付けてください。 
　  　 クランプが飛び出していると化粧パネルや電気品カバーと干渉するおそれがあります。 
4） ムーブアイセンサーコーナーパネルをネジで固定します。 

（8）ムーブアイセンサーコーナーパネルの取付けとリード線接続 

6. 配線接続  （ つ づ き ） 

ムーブアイセンサーコーナーパネルは標準取付位置と下記2ヶ所に取付可能です。 

ムーブアイセンサーコーナー 
パネル標準取付位置 
( 出荷時位 置 ) 

室内ユニット本体 
冷媒配管側 

室内ユニット本体 
ドレン配管側 

ムーブアイセンサーコーナー 
パネル取付可能位置① 

ムーブアイセンサーコーナー 
パネル取付禁止位置 

ムーブアイセンサーコーナー 
パネル取付可能位置② 

標準取付位置の場合 

ム ーブ ア イ セ ン サー 
コ ーナー パ ネ ル 
（標準取付位置 ） 

ム ーブ ア イ セ ン サー 
コ ーナー パ ネ ル 
のリ ー ド 線 

ク ラ ン プ 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体電気品箱 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体制御基板 
CN4Zコ ネ ク ター 
（白 色4極 ） 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体制御基板 
CN5Yコ ネ ク ター 
（白色5極 ） 
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6. 配線接続  （ つ づ き ） 

●  ム ーブ ア イ セ ン サ ー コ ーナー パ ネ ル位 置を 標準取付位置以 外 へ 変 更 し た 場合 
設定の変 更が 必 要 な た め 、 ム ーブ ア イ セ ン サ ー パ ネ ルの据付工事説明 書を 確 認 し て く だ さ い 。 

取付可能位置①の場合 

取付可能位置②の場合 

室内 ユ ニ ッ ト 本体側 

化 粧 パ ネ ル側 

ク ラ ン プ 

ムーブアイセンサー 
コ ーナー パ ネ ル 
のリ ー ド 線 

ムーブアイセンサー 
コ ーナー パ ネ ル 
のリ ー ド 線 

ムーブアイセンサー 
コ ーナー パ ネ ル 
（取付可能位置② ） 

ケ ー ブ ル バ ン ド 
ク ラ ン プ 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体制御基板 
CN4Zコ ネ ク ター 
（白色4極 ） 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体制御基板 
CN5Yコ ネ ク ター 
（白色5極 ） 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体電気品箱 

取付可能位置① 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体制御基板 
CN4Zコ ネ ク ター 
（白色4極 ） 

ムーブアイセンサー 
コ ーナー パ ネ ル のリ ー ド 線 

室内 ユ ニ ッ ト 
本体制御基板 
CN5Yコ ネ ク ター 
（白色5極 ） 

ク ラ ン プ 

ケ ー ブ ル バ ン ド 
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化 粧 パ ネ ルの据付工事説明 書を 参 照 し て く だ さ い 。 

共通事項 

ム ーブ ア イ セ ン サ ー パ ネ ルの場合 、 ム ーブ ア イ の回転動 作を 確 認 し て く だ さ い 。 

● 内 部 に 油 ･ ゴ ミ が 詰 ま り 、 故障の原 因 に な り ま す 。 
フ ィ ルターを 取 外 し た ま ま 運 転 を し ない で く だ さ い 。 

● 建築中の現 場 など で 長時間運 転 し ま す と 、 ほ こ り 
や に おいが 付 着 す る 場 合が あ り ま す 。 

試運転以 外で の長時間の運 転 は お や め く だ さ い 。 

お願い 

お願い 

ム ー ブ ア イ セ ン サ ーコ ーナ ー パ ネ ル と 併用の場合 

直付加湿 器と 併用の場合 

7. 吸 込 グ リ ル の取付 

8. 据付工事後の確認 

クリーンユニット制御基板のディップスイッチの設定を行ってください。 
 ● ＳＷ1の1番を　　 側に設定（工場出荷時は　　  ） 

室内ユニット本体とクリーンユニット　と化粧パネル、化粧パネルと天井面に隙間のないことを再確認します。 
● 隙間があると露たれや露付の原因になります。 

配線接続が確実にされていることを確認します。 
● 接続されていないと上下風向ベーンやクリーンユニットの動作不良、露たれや露付きの原因になります。 

Ｍ－ＮＥＴ接続用インターフェースなどＣＮ105コネクターを使用する別売部品と併用の場合 

上記項目を確認した後､この説明書と室内ユニット本体および別売部品の説明書などの一式全てをお客様へ渡してください。 
その際、この説明書に記載された電気集塵デバイスの清掃および室内ユニットの取扱説明書に記載されたフィルター 
の清掃について必ず説明してください。 

● ムーブアイが回転しない場合は、 6.配線接続 の作業を再確認してください。 

加湿器接続用断熱材（小）　/（大）　を室内ユニット本体に貼付けてあることを確認してください。 4 5
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10. お手入れのしかた 

9. 試運転 

(1) 電気集塵デバイスの取り外し 
1) ネジを緩めてから、フックを矢印方向へスライドさせます。 

■ 試運転の前に 

■ 試運転方法 

症　状 原　因 

LED（ミドリ）が点灯しない 

・室内・室外ユニットの据付工事説明書を確認し、室内・室外ユニットの試運転後に実施してください。 
・アース接続されていることを確認してください。 
（1）コーナーパネル　の試運転スイッチを2秒以上長押ししてください。 
　　コーナーパネル　の運転表示LED（ミドリ）が点灯します。 
（2）自動で試運転を実施します。 
　　約10秒後、試運転が終了し、コーナーパネル　の運転表示LED（ミドリ）が消灯します。 
 
　正常に動作しない場合は、下記原因が考えられますので原因を取り除いてください。 
　※運転表示LED（ミドリ）が点滅した場合、元電源を切ってから作業してください。 

LED（ミドリ）が点滅する ・電気集塵デバイスがぬれている、汚れている 

・電源用リード線が正しく接続されていない ・コーナーパネル　のリード線が正しく接続されていない ・リモコンに異常コードが表示されている 

お知らせ 

クリーンユニットはエアコンの運転に連動して運転します。 
（クリーンユニット運転中は運転表示LEDミドリが点灯） 
試運転はクリーンユニットだけで動作します。 

お願い 

● 電気集塵デバイスの清掃はお買い上げの販売店もしくは専門の業者に依頼してください。 
　 お客様自身で行い、不備があると動作不良や感電の原因になります。 
● クリーンユニットの運転中に電気集塵デバイスを取り外しすると異常停止する場合があります。 
　 お手入れの際は元電源を切ってください。 

注意 
清掃およびメンテナンス作業時 
には運転を止め、元電源を切る。 

● 感電の原因になります。 

フック 

電源部 

ネジ 

電気集塵デバイス 

運転表示LED（ミドリ） 

試運転スイッチ 
コーナーパネル 
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10. お手入れのしかた（つづき） 

(2) 電気集塵デバイスの清掃 
お手入れ時期の目安は約3ヶ月毎です。据付環境の空気条件によって汚れの程度が異なりますので、 
汚れ具合に応じて清掃してください。 

(3) 電気集塵デバイスの取付け 
取り外しと逆の手順で取付けます。 

2) 下図のように落下防止の軸部を穴部から取り外し、電気集塵デバイスを 
　  取り外します。 

※ 電気集塵デバイスのカバーは取外せます。取外す場合は下図のように矢印方向へスライドさせて取外します。 
　 取付けのときは電気集塵デバイスとカバーのマークの位置を合わせて取付けてください。 

1） 水に約15分間つけ置きします。 
　  汚れがひどいときは、中性洗剤を溶かした30℃～45℃のぬるま湯を使用してください。 

2） つけ置き後は、ためた水の中で上下左右に軽くゆすり、よくすすぎます。 
　  ● 油汚れやタバコのヤニなどがとれにくいときは、1～2の手順を2～3回繰り返してください。 
　  ● 中性洗剤を使用した場合は、水で良くすすいでください。 

3） 風通しのよい日陰でよく乾かします。 
　  ● 右図のように立てて乾かしてください。 

お願い 

● 3か月ごとに汚れを確認し、気になる場合はお手入れをしてください。 
● 漂白剤は使わないでください。 
● 分解しないでください。（カバーは除く） 
● ヘアードライヤーなどの熱風で乾燥させないでください。 
　（熱で変形する場合があります） 
● 完全に乾燥してから取付けてください。 

お願い 

● 電気集塵部は4つ全て取付けてください。 
● 取付け後は試運転を実施してください。 

穴部 

軸部 

電気集塵デバイス カバー マーク 

電気集塵デバイス 


